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新代表就任のご挨拶 ～山鉾に見る職人の心～

梅雨明けの青空が待ち遠しい

今日この頃、皆様いかがお過ご

しでしょうか。

さて、この度アラキ工務店は新

体制となり、荒木勇が取締役会

長に、私、柴田秀俊が代表取締

役に就任いたしました。

折しも京都の町にはコンチキチン

のお囃子が響き、祇園祭の季節

を迎えます。私たち建築に携わる

者がつい目を奪われるのが山鉾

の組み立てです。釘を一切使わず木と縄だけで組み上げる

「木組み」の技術。しなやかに揺れに耐える先人の知恵と、

それを毎年寸分違わず形にする職人の技には深く敬意を抱

きます。

この「先人から次世代へ技を受け継ぐ」姿は、当社の歩ん

できた百年の道のりにも重なります。時代が変わっても決し

て変わらない「職人の手仕事」への誇り。私もまた、会長が

大切にしてきたその技術と志をしっかりと受け継ぎ守ってま

いります。

これまでの百年の歩みに深い敬意を払い、その歴史と技

を大切に受け継ぎながら、これからは自らの責任のもとで会

社の進むべき道を示し、全社員と力を合わせて、より良い会

社づくりに取り組んでまいります。つきましては、何卒ご高承

のうえ、今後も一層のご支援お引き立てを賜りますようお願

い申し上げます。

これからいよいよ厳しい猛暑が到来いたします。皆様、ど

うか体調を崩されませぬようご自愛いただき、健やかな夏を

お過ごしください。

代表取締役 柴田 秀俊

社外研修2026

弊社では毎年、社外研修として建物探訪や工場見学を行

っています。今年度は京都市内の4か所を訪問しました。

① 修学院離宮

江戸時代初期に後水尾上皇によって造営された山荘です。

上・中・下の三つの離宮と、自

然の地形を活かした広大な

庭園が特徴です。離宮の中

に田んぼが広がる景色はど

こか懐かしく、日本の原風景

を感じさせる穏やかな美しさ

がありました。

② 駒井家住宅

ヴォーリズ設計による昭和初

期のスパニッシュ様式の住宅

です。サンルームや出窓など

の心地よい空間と機能的な

収納が見事に共存しており、

住まいづくりのヒントがたくさ

んありました。

③ 對龍山荘

名工・島田藤吉による建築と、植治こと七代目小川治兵衛

による庭園が見どころの近代

別荘です。東山の景観を取り

込んだ庭園は開放感があり、

建物との調和も見事でした。2

024年から一般公開が始まっ

たとのことで、貴重な機会とな

りました

④ 京からかみ 丸二

襖などでお世話になっている丸二さんで、京からかみの工
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房見学と制作体験を行いました。100年以上受け継がれて

きた版木を使って唐紙を摺

り、御朱印帳づくりに挑戦しま

した。紙や版木の組み合わせ

によって仕上がりが大きく変

わり、それぞれの個性が出る

のが面白かったです。

おわりに

京都には歴史的建築や庭園、伝統工芸など、魅力的な文化

資産が数多く残っています。まだ訪れたことのない場所もた

くさんあるので、また機会があれば足を運んでみたいと思い

ます。 長崎 道

『町家棟梁』を読んで

見習い大工四年目の工藤です。アラキ工務店に入社する

前、私は会長から前会長の著書『町家棟梁』を貸していただ

きました。この本には、町家改修における大工の決まり事や

木の生かし方、町家の構造、当時の修行の様子など、町家

について多岐にわたる内容が書かれています。

面接のときにこの本を貸していただいた私は、必死に理

解しようと読み進めましたが、当時の私にはまだ難しく、読

み終えても十分に理解することができませんでした。しかし、

見習い大工として一年、二年と現場での経験を重ねるうち

に、今やっている仕事や先輩大工さんとの会話を通して、

「あの本に書いてあったのはこういうことだったのか」と、だ

んだん理解できるようになっていきました。当時は深く考え

ていなかった部分も、仕事を経験して改めて読み返してみる

と「あの仕事のことか」と、読むたびに新しい気づきを得るこ

とができます。

例えば、私の先輩に

は、仕事で大切なことを

何度も繰り返し話してくれ

る人がいます。本の中に

も、「大事なことは若い者

に何度も言わなければな

らない。若者は覚えるべ

きことが多く視野が狭くな

っているため、すぐに忘

れてしまう」という趣旨の

ことが書かれていました。

本を読んだことで、その先輩の言葉が前会長の教えに基づ

いたものだと分かり、何度も教えてくれる理由が腑に落ちま

した。

私は前会長に直接お会いしたことはありません。しかし、

日々の仕事や先輩方の指導を通して、前会長が伝えたかっ

たことや、受け継がれてきた決まり事を学ぶことができてい

るのだと実感しています。 工藤 由佳

景観・まちづくり大学
『京町家再生セミナー』 でお話ししてきました

皆様ご無沙汰しております。工場長の牛田です。馴染み

の少ないお客様の場合、家のトラブルの際に修繕へお伺い

するのは、大半が私になっています。その折はどうぞよろし

くお願いいたします。

早いもので、工場長になって丸二年が経ちました。今では

機械の整備、産廃の仕分け、材木の仕入れなど、多岐にわ

たり日々奮闘しております。

そんな中、京都市景観・まちづくりセンターから講師の依

頼を受けました。題材は「京町家を風水害から守るため

に！」。ズバリ、得意中の得意です。

三十年、大工として現場に立ち、傷んだ京町家を数多く直

してきました。雨に弱いところ、風に弱いところ、傷んだもの

を見て次に活かす工事を心がけ、身に染みついた対処方法

を存分に講義させていただきました。

今、京町家のオーナー様の中にも、「この家をいつまで残

そうか」「誰か住んでくれないか」と、家を残していく計画を立

てられない方も多いのではないでしょうか。その迷いから修

繕が一歩遅れたり、家の傷みに気づかなかったりして、大が

かりな修繕工事に至る、そうした事態は避けたいものです。

少しでも多くの京町家を次世代につなぎ、我々の育った

京都の街並みを守り続けます。

牛田 秀樹
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鴨川の夏を支える、納涼床のお仕事

京都・鴨川の夏の風物詩である納涼床（五月一日〜十月

十五日頃）を組み立てる工事を、毎年させていただいていま

す。春（四月後半）に組み立て、秋（十月頃）に解体し、アラ

キ工務店の倉庫に運んで保管しています。

あるお施主様の納

涼床は、期間中、毎年

厳しい夏の暑さや雨

風に晒され続け、経年

劣化で手摺の上面や

柱脚が腐ってしまい、

昨年の秋には限界に

達していました。

これまでは、木材が

傷むたびに、見えない

部分へ補強プレートを

取り付けたり、添木で

補強したりと、何度も

試行錯誤しながら持た

せてきました。

ですが今年、手摺が壊れて事故が起きてはいけませんの

で、昨年秋に納涼床を片付けた後、お施主様に傷み具合を

ご説明・ご相談のうえ、冬の間に、傷んでいる柱や手摺、階

段などを取り替えることにしました。

すべて桧の化粧

材（節のほとんどな

い材）を使用し、仕

口継手の見えない

裏の部分まで撥水

材（透明）を塗って

長持ちするように

し、見えない箇所は

ボンドとビスで固定

しています。六メートルある長い部材（暖簾掛け）には、ぱっ

と見ただけでは分からない、丈夫な継手を施しています。こ

の見えないところで木と木を継ぐ大工さんの技術は、本当に

すごいものです。

新しい桧の手摺は、触った感触がとてもすべすべして気

持ちよく、たまりません。

これからも、いつまでも後世に残る仕事に携わっていきた

いです。 嶋林 貴之

梅津小学校5年生の皆さんが当社に！

2026年1月23日、小学校の総合学習に協力しました。

なんと総勢８４名。今まで受け入れたことのない人数で

す。３クラスの体験ローテンション考えたり、ストーブレンタル

したり、立入禁止コーン立てたり、トイレを男女別に準備した

り、と結構大変。

でも、これを機会に「大工さんになりたい！」とか、「木材っ

ていいな」って思う子供たちが増えたらいいなと。

北海道ビルダーズ協会との懇親会

2026年2月20日に開

催。若手大工さんたちの

交流会です。毎年の恒

例行事のようになってい

ますが、今年はなんと、

鵤工舎の小川総棟梁が

お見えに！

大工さんたちテンション上がってしまい、芸能人のように写

真撮影会になりました。

令和7年度ノムラ優秀技術賞

お台場にある乃村工

藝本社に招待いただ

き、授賞式に参加してき

ました。「町家改修の枠

を超えた技術力ー伝統

工法と仕上精度で築く

保存活用」というテーマ

での受賞です。

大変名誉なことです。これからも、大工技術を磨いてよりたく

さんの町家を直していきたいと願っています。
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木と暮らすデザイン京都さん 当社工事現場を見学

京都市は面積の74%が森林です。この団体は、そうした

森林に関心がある企業・大学が集まりお互いに情報交換を

進めています。

この度、メンバーの方々に当社の施工現場をみていただ

き、京町家を構造から改修する大切さを知っていただきまし

た。町家を１軒でも残そうと思っていただける方が増えたら

ありがたいです。

大工の桜井君と現場監督の小野君が独立・転職しました！

桜井君は20年、小野君は19年当社で頑張ってもらいまし

た。本当に感謝です。２人が改修した京町家や民家は100軒

を超えています。

桜井君は独立し、個人事業主としてこれからも京町家の

改修に尽力するとの決意で旅立ちました。小野君は他社に

移り、やはり京町家のリフォーム事業を新しく立ち上げると

の事です。

当社にとっては、戦力面で痛手です。でも、こうして町家を

きちんと直すことができる大工や監督が別のステージに挑

戦するということは、町家を改修する戦力が増えることにほ

かなりません。今まで町家を直したことのない大工さんたち

にも技術を伝承できますし、町家を潰して分譲住宅を提案し

てきた監督さんにも町家を残すように促すことができます。

２人とも新天地で是非活躍してほしいと願っています。

令和7年度京都市景観白書に当社の施工事例2軒紹介

新景観政策から18年、前回の白書発行から5年が経過した

節目に合わせてまとめられた最新版です。

このたび、表記資料に「景観に関する事業者の取組」が

取り上げられ、民間団体で唯一京町家作事組の活動が紹

介されました。当社は京町家作事組発足時からのメンバー

の一人です。その中で、当社の施工事例が２軒紹介されて

います（伏見区Ｏ邸、東山区Ａ邸）。是非ご覧ください！

荒木 勇

休日の過ごし方が、仕事を変える

休日をどのように過ごすかで、仕事の質や周囲とのコミュ

ニケーションにも良い影響が生まれると、僕は思います。

とある土日の連休、土曜は妻と娘と藤森神社へ紫陽花を

見に行き、日曜は妻と阪神競馬場へ行って、とても充実した

時間を過ごしました。

平日はしっかり働き、休みの日はしっかり遊ぶ（休む）。こ

のメリハリを大事にすることで、体力が回復するだけでなく、

「楽しい時間を過ごせたから、また明日からしっかり頑張ろ

う」と前向きな気持ちに切り替えることができ、心身が整いま

す。

土曜の休みがなかった頃は、休みから得られる経験も少

なく、精神的な余裕もなくて仕事モードが抜けきらず、身近な

家族に対しても厳しく接していたように思います。休みが増

えたことをきっかけに、いつも仕事を支えてくれている家族

のありがたさにも改めて気づくことができました。そのような

環境を整えていただいたことに、感謝しています。

僕たちの仕事には、技術はもちろん必要ですが、お客様

や他業者とのコミュニケーション力や感性も欠かせません。

そのためには、視野を広く持つことや、さまざまな価値観に

触れることが大切だと思います。

休みで経験したことを会社の人たちと話すと、全く違う分

野の話でも共通の話題でも、皆で共有することで自分の狭
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い世界の常識にとらわれず、客観的で広い視野を養うこと

ができ、さらには仕事に生かすこともできます。

ですから、いろいろな人と会話することや、休日の職場外

での体験は、巡り巡って仕事のパフォーマンス向上にもつな

がり、お客様へより良いものを提供することにもなると思い

ます。

だからこそ僕はこれからも、休日を全力で楽しみ、そこで

得た経験を日々の仕事へと還元していけるように過ごしてい

きたいです。

齊藤 優介

地域を守る消防団活動

アラキ工務店で、植木屋

兼てったい（手伝い）をしてい

る安田です。

私は、地域の活動として

消防団に約十年ほど携わっ

ています。普段は、毎月五

日と二十日の夜に防火運動

の広報活動を行い、年に数

回の消火訓練をし、火災や災害の際には、消防団として活

動しています。先日五月二十四日には、京都御所にある野

球のグラウンドで上京消防団の総合査閲があり、仲間たち

と、厳しい訓練の成果を発表してきました。

これからも、アラキ工務店の仕事と、地域のための消防

団活動に励んでいきたいと思います。

安田 晶紀

現場監督として新しく仲間入りしました

初めまして。このたび

アラキ工務店に現場監

督として入社しました、吉

川権（ちから）です。

長野県の出身で、幼い

ころから古民家や町家に

興味があり、京都の専門学校で四年間勉強し、このたびア

ラキ工務店に入社いたしました。京町家の外観や、大きなゴ

ロンボ（梁）を見ることが好きです。 まだまだ分からないこ

とだらけですが、先輩にアドバイスをいただきながら、少しで

もお客様に喜んでいただけるよう、日々努力してまいりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 吉川 権

桜鯛シーズン 大島で七十二センチ！

若狭・大島へ鯛釣りに行っ

てきました！！

五月に、若狭の大島から船

に乗り、いつものメンバーで

鯛釣りに行ってきました。メン

バーの中には、大工の中村

君もいます。

最近は良い釣果がなく、桜

鯛シーズンに期待しての出船

です。朝五時半に出発し、ポ

イントまで一時間ほどで到

着。まだ風とうねりが残る中、

仕掛けを投入すること数回、手応えあり。竿も大きく曲がり、

大物の感触です。上がってきたのは、七十二センチの雄の

真鯛でした！

その後はアタリがなく、船長からポイント移動のアナウン

ス。約三十分走って再開すると、アタリはあるけれどなかな

かかからず……小さめの鯛を追加して終了しました。ちなみ

に、一緒に行った中村君は調子が良く、五十センチから六

十センチの鯛を七匹も釣っていました。

持ち帰った魚は、自分で料理します。雄の鯛でしたので、

白子ポン酢、お造り、あら炊き、天ぷら——すべて旨いです。

特に鯛の天ぷらは絶品で、みなさんもぜひ試してみてくださ

い。

足達 宗凡

法被 はっぴ

先日の京町家再生セミナー

で、牛田君が着用していました。

長かったので、カットして帯が

できました（牛田工場長作）。

大工仕事もきれいで早く、何事

も器用な、頼れる工場長です。

次の出番は、どこで何をするの

かな？ 京町家・古民家の改修

・リフォームのアラキ工務店、北岡からの一言でした。

北岡 真由美
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京都橘大学で講演♪

２０年ほど前、同志社大学文学部社会学科の森川先生の京町家を改修させて

いただきました。そのお弟子さんの先生が先生の後を継ぎ、表記大学で地域資源

論の教鞭をとっておられます。そうしたご縁で、１時間程京町家についてお話をさ

せていただく機会をいただきました。

最近の学生さんはおとなしくて、

「本当に聞いているのかいな？」と

思うことも多いのですが、少しでも

京町家に興味を持っていただける

方が増えることを願っています。

現場監督 荒木 勇

京都ジョブ博2026

2026年2月14日。京都ジョブ博

2026合同企業説明会×説明会

(京都国際会館イベントホール)

に、弊社代表柴田と参加させて

頂きました。

数ある企業の中から、弊社に

説明を聞きに来てくださった方

々、誠に有難うございました。

京都の有名な企業さん達が多くお見えになりました。プレゼン資料の準備、企

業理念の魅せ方等、自分自身とても勉強になりました。

現場監督 島田 将也

引っ掛けシーリング

天井に照明器具を取り付けるための電源ソケットです。特別な工具なしで照明

の着脱ができ、電源供給と本体の重量を支える役割を兼ね備えています。

先日、勾配天井に引っ掛けシーリングを付けるこ

とになりました。照明器具メーカーのドテっとしたアダ

プターを取り付けるのは今一つなので、そこで考えた

のが、これです！（左写真参照）。

勾配の角度に合わせて引っ掛けシーリングが水

平になるように造りました。

これなら感じよくスッキリと照明器具を設置できま

す。 ネット販売できそうですね（笑）

現場監督 荒木 勇


